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講演会＆ライブな日々㊴  

 

 

 

 

 

 

古川 秀明 
 

 

『労働者としてのスクールカウンセラー』 

 

スクールカウンセラーとして働きだして３０年近くなる。 

 

その間、「労働者としてのスクールカウンセラー（以下ＳＣ）」という内容で講演

や研修会を合計５回実施した。 

 

単年度雇用（毎年採用試験を受けなければならない）、昇給なし、ボーナスなし、

雇用保険等の社会保障なし、各種福利厚生なし、月給ではなく時給計算で支払わ

れる給料、年間の勤務日数制限あり。 

 

３０年前も現在も同じ給料の仕事はそんなにないだろう。 

 

５回も声を大にして訴えても、反応はほとんどない。 

 

ＳＣ以外の人は、ＳＣの過酷な現状に驚き、当のＳＣのみなさんは深く共感はし

てくれるが、動かせない現状を変えようとまでは思わない。 

 

心理士会の幹部の人はほとんど大学で働いてらっしゃる先生なので、別にＳＣ

の仕事を失っても食べてはいける。 
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大学の先生方は臨床心理学の研究対象としてＳＣを考える事には長けておられる。 

 

しかし、労働者としてのＳＣのことまでは考えて下さらなかった。 

 

特に若いＳＣにとって、この雇用条件は厳しい。 

 

住宅ローンもなかなか通らないだろう。 

 

こんな不安定な雇用条件のままだと、若者のＳＣ離れが加速し、いつか職業とし

て成立しなくなる可能性もある。 

 

そんな状況が続くなか、東京都で事件が勃発した。 

 

（以下東京ニュースより引用） 

16年間も働いたのに突然、雇い止め…

「就職氷河期世代が切り捨てられた」

スクールカウンセラーの嘆き 

 

東京都の非正規公務員として働くスクールカウンセラーが 3月末で「雇い止め」

に遭うとして労働組合に相談が相次いでいる問題で、2024 年度も継続して働く

ことを希望し公募試験を受けた都スクールカウンセラーのうち、2 割を超える

250 人が採用されないことがわかった。 

 

採用者からも「明日はわが身」などと採用基準を詳しく明らかにするよう都教委

に求める声が上がっている。 

 

◆「非正規でも家族はいるし、生活して人生を歩んでいる」 

 労働組合「心理職ユニオン）」（東京都豊島区）が実施した調査（回答数 728 人）
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では、補欠に当たる「補充任用」や不合格だった人の割合が 40 代は 21.5％、50

代は 32.6％と 20 代以下の 16.7％より高かった。 

 

調査結果を知った男性は「公正に審査して経験年数が長い人が若い世代より本

当にダメだったのか」と選考基準に疑念を抱く。 

 

男性は、若い世代のために雇用の機会をつくることは必要だと感じているが、

「現役の40、50代を犠牲にしたことに憤りを感じる。非正規でも家族はいるし、

生活して人生を歩んでいる。職員を大事にするなら、数カ月前に切ることはしな

い」と話した。 

 

同じく就職氷河期世代の女性（52）は試験の結果、補欠だった。「損な世代。不

景気のあおりを受けて親の住宅ローンを支払った。人生設計も立てられず、他の

世代より社会の支援を受けられていないと感じる」と話す。 

  

1 月下旬に雇い止めに遭ったが、3 月 25 日になって繰り上げでの採用の通知を

受け取った。 

 

23 年度に担当した学校とは別の学校への配属だった。 

 

熟考の末、辞退した。 

 

「本当は、もう一度頑張りたかった。でも 1 月の首切りで尊厳を踏みにじられ、

経済的にも精神的にもダメージが大きかった」と話す。 

 

（以上東京ニュース） 

 

東京で雇止めを受けたＳＣは実力のあるベテランの人も多いと聞く。 

 

突然の雇止めにプライドも自信もアイデンティティーも傷つけられ、理不尽な

対応に怒りのコメントがずらりと並んだのも無理はない。 
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都内で会見した都スクールカウンセラーは「部品を外して新しいのと換えるよ

うな理不尽な雇い止めを行政が率先している」と批判。 

 

東京公務公共一般労働組合の原田仁希氏は「これだけ一気に非正規公務員の雇

い止めが起きたのはおそらく全国初ではないか」と述べている。 

 

このような現状を変えるには、ＳＣを教師や養護教諭のように、常勤として正式

に公務員として採用するしかない。 

 

常勤化すると、ＳＣとしての外部性や公平性に欠け、また学校の中のヒエラルキ

ーに巻き込まれるのではないかという懸念もある。 

 

しかし、それは工夫すれば何とかなるだろうが、職業として成立せず、誰もＳＣ

をやらなかったら元も子もない話になる。 

 

そんなに現状が変わらないのであれば、さっさと他の仕事を探すという手もある。 

 

実際、そうする人もたくさんおられた。 

 

それでは、なぜ私はこの仕事を続けているのだろう・・・。 

 

その答えはきっとこの仕事が好きだからであろう。 

 

他に適当な理由が見つからない。 

 

というわけで、そのうち良い風も吹いて来るだろうと鷹揚に構えている。 

 

若い時は血気盛んに、なんとかＳＣの現状を変えたいと躍起になっていたが、こ

んな風に穏やかに考えられるようになったのは、きっと加齢のせいだろう。 

 

シンガーソングカウンセラー 

ふるかわひであき 


